
 

  

  
 

 
 

降誕
こうたん

節
せつ

 

第
だい

8主日
しゅじつ

礼拝
れいはい

 
  

《礼拝
れいはい

はインターネットで中継
ちゅうけい

配信
はいしん

いたします。ホームページにてどなたでも

ご視聴
しちょう

いただけますので、それぞれの場所
ば し ょ

で共
とも

に礼拝
れいはい

をしていただけます》 
 

前  奏
ぜ ん そ う

（黙 祷
も く と う

）AVE VERUM CORPUS（©著作権
ちょさくけん

消滅
しょうめつ

） 

招
まね

きの詞
ことば

 詩編
し へ ん

    103編
へん

 11―13節
せつ

 

賛 美 歌
さ ん び か

 21－493番
ばん

「いつくしみ深
ふか

い」（©日本
に ほ ん

キリスト教団
きょうだん

出 版 局
しゅっぱんきょく

） 

聖  書
せ い し ょ

 ルカによる福音書
ふくいんしょ

   5 章
しょう

 12－16節
せつ

 

お 祈
いの

 り  

賛 美 歌
さ ん び か

 21－446番
ばん

「主
しゅ

が手
て

をとって起
お

こせば」（©JASRAC） 

メッセージ 「その腕
うで

で抱
だ

きとめるものは何
なに

か」 牛田
う し だ

 匡
ただし

 牧師
ぼ く し

 

賛 美 歌
さ ん び か

 21－189番
ばん

「二
に

ひきのさかなと」（©JASRAC） 

主
しゅ

の祈
いの

り 21－62番
ばん

「天
てん

にいます 私
わたし

たちの父
ちち

」（©教団
きょうだん

讃美歌
さ ん び か

改訂
かいてい

委員会
いいんかい

） 

献 げ 物
さ さ げ も の

（＊） 

派  遣
は け ん

 21－91番
ばん

「神
かみ

の恵
めぐ

みゆたかに受
う

け」（1節
せつ

のみ）（©JASRAC） 

祝  福
し ゅ く ふ く

       牛田
う し だ

 匡
ただし

 牧師
ぼ く し

 

後  奏
こ う そ う

 アーメン コーラス（21－40－6番
ばん

）（©著作権
ちょさくけん

消滅
しょうめつ

） 

報  告
ほ う こ く

 （4頁
ページ

をご参照
さんしょう

ください）   

《お隣
となり

と間隔
かんかく

をあけて、席
せき

にお座
すわ

りになったままで礼拝
れいはい

にご参加
さ ん か

ください》 

＊「献げ物
ささげもの

（献金
けんきん

）」は参加費
さ ん か ひ

ではございません。 

受付
うけつけ

に献
けん

金箱
きんばこ

がございます。ご用意
よ う い

のある方
かた

のみ、お献
ささ

げください。  

2023 年 2 月 12 日（日） 

日本キリスト教団 久宝
きゅうほう

教会
きょうかい

 

第 65 巻第 43 号（通算 3325 号） 

教会設立 1959 年 6 月 14 日 
 
〒581-0072 
大阪府八尾市久宝寺 6 丁目 7－10 

TEL 072-992-2131 FAX 072-992-2135 

主任担任教師・牛田 匡 牧師 

担任教師・水谷 憲 牧師 

隠退教師・小林 達夫 牧師 

郵便振替：00980－5－212130 「日本基督教団久宝教会」 

【集会案内】こどもの礼拝：毎日曜 10：00－10：20   何かお悩みがありましたらご遠慮なくご相談ください 

      主日礼拝：毎日曜 10：30－11：30 小さい子どもたちも、いつでも歓迎いたします。 

教会標語 
 

神様
かみさま

がすべての人
ひと

と共
とも

におられる 

ことを 証
あかし

ししていく教 会
きょうかい

 
 

ホームページ「久宝教会」 
（ウェブサイト）     

    http://www.koinonia.or.jp/kyuhokyokai 

【連絡先(牛田)】090-9161-4027 

kyuho-church@koinonia.or.jp 

神はこの世を大切に思い、ひとり子を差し出した。ひとり子に信頼をもってあゆみを起こす人がみな、

滅びることなく、永遠のいのちを得るようになるためである。（ヨハネによる福音書３：１６） 

 



招きの詞 詩編 103 編 11－13節
せつ

（聖書協会共同訳©日本聖書協会） 

11天が地よりも高いように 

主の慈
いつく

しみは主を畏
おそ

れる者をはるかにしのぐ。 

12東が西から遠いように 

主は私たちの背
そむ

きの罪を遠ざける。 

13父が子らに憐
あわ

れみをもたらすように 

主を畏
おそ

れる者らに憐れみをもたらす。 

 

聖書 ルカによる福音書 5 章
しょう

 12－16節
せつ

（聖書協会共同訳©日本聖書協会） 

 12イエスがある町におられたとき、そこに、全身規定
き て い

の病
やまい

を患
わずら

っている人がい

た。イエスを見てひれ伏し、「主よ、お望みならば、私を清くすることがおできに

なります」と願った。13 イエスが手を差し伸べてその人に触れ、「私は望む。清く

なれ」と言われると、たちまち規定の病は去った。14イエスは彼に厳しくお命じに

なった。「誰にも話してはいけない。ただ、行って祭司に体を見せ、モーセが定め

たとおりに清めの献
ささ

げ物をし、人々に証明しなさい。」15 しかし、イエスの評判は

ますます広まり、大勢の群衆が、教えを聞いたり病気を治してもらうために集まっ

て来た。16だが、イエスは寂しい所に退
しりぞ

いて祈っておられた。 

（※参照：レビ記 13 章「規定の病」、14 章「清めの儀式」） 

 

 

 

 

 



 

《先週のメッセージより》2023 年 2 月 5 日 

「聞く耳を持つ」より        水谷憲牧師 

聖書 ルカによる福音書 8 章 4－8 節 

 今日の聖書は「種をまく人のたとえ」。「種をまく人」は神様、まかれている

種は神の御言葉。そして、種がまかれた先は、御言葉を受け止める私たちの心。

そんな理解を踏まえ、この話は２つのことを私たちに語っているように思え

る。一つは、種をまく神の姿について。この「種をまく人」は、非常に効率の

悪い種の蒔き方をしている。道端だろうが岩の上だろうがおかまいなし。その

結果、種の多くは、踏まれたり食べられたり枯れてしまったり。もったいない。

しかし、その要領の悪い農夫のように、神は私たちの心がどんな状態であれ、

御言葉という種をあきらめることなく、粘り強く、おしみなくまき続けるのだ。

確かに神の御言葉など、悪条件にはてんで弱いものだが、だいたい耕しも手入

れもせずに、最初から豊かな良い土地なんてそんなにありはしないから、自分

の心が全然いい土地ではないなどと気に病む必要は全くない。神の私たちに対

する忍耐と信頼・希望を思う。 

 もう一つは、神の似姿として造られた私たちは、種まかれた者であると同時

に種をまく存在でもある、ということ。日常の小さな積み重ね・地道な働きに

無力さや疲れを感じる時にこそ、私たちはこの種まきの農夫のようでなくては

ならない。無駄な労力を恐れるな。芽を出したのがほんの一部でしかなかった

としても、そこにこそ喜びと希望を見出そう。イエスも、効率重視・無駄な時

間や労力を省く人だったなら、私たちのために十字架にかかることなどされな

かっただろう。正しい人のみを天国に招き入れ、しょーもない私たちを救うこ

となどなかっただろう。 

 イエスは最後に「聞く耳のあるものは聞きなさい」と言われた。私たちはど

うすれば「聞く耳のある者」になれるのか。私たちは、相手を理解しようとす

る努力なしに、自分の考えこそが正しい、あいつらが間違っているという思い

込みで心を一杯にしてはいないか。他人の考えをこれ以上受け付けることがで

きないほどに、心が自分の思いで一杯になっていないか。私たちは、日々謙虚

に振り返ってみる必要がある。受け入れたくない言葉・耳が痛い言葉であって

も、それを聞くことのできるくらいは、心の器を空けておきたい。私たちは、

粘り強く御言葉をまき続けておられる神の思いに応えるため、謙虚に耳を開い

て「聞く耳のある者」になり、「こんなことは無駄だ」という思いと戦ったキリ

ストの足跡をなぞって、私たち自身もあきらめずに種をまき続ける者となって

いきたい。 
 

毎週の「メッセージより」は、ウェブサイト等にも順次掲載されています。 
 

 

 YouTube    Facebook   LINE 公式アカウント 
             



 

◎ 先週の報告 2 月 5 日 降誕節第 7 主日礼拝 

 主日礼拝出席 大人 4 名 中継動画再生数 9 回 

  献金  大人 4,000 円   感謝 
 

◎次週 2023 年 2 月 19 日（日）降誕節第 9 主日礼拝 

 招きの詞 イザヤ書  41 章 8－10 節 

 聖書  ルカによる福音書 9 章 10－17 節 

 メッセージ 「これだけしか／こんなにも」牛田匡牧師 

 賛美歌 21－74 番（©JASRAC）、21－198 番（©JASRAC）、21－418 番（©教団）、 

 礼拝はインターネットで中継いたします。 
 
◎お知らせ 

・本日、礼拝後に 2 月期の「教会を考える会（役員会）」を行います。 

・大阪府の新型コロナ警戒信号は、2 月から「赤色」→「黄色」に変更されました。
しかし、厳しい寒さも続いておりますし、会堂に集まる形での礼拝にこだわらず、
インターネットの中継配信を利用したご在宅での礼拝など、それぞれの方が参加
しやすい形で礼拝にご参加ください。「週報」や「メッセージ（全文）」はホームペ
ージからダウンロードしていただくことができます。中継録画のメッセージ部分
のみをカットした動画を、YouTube でご覧いただくことも可能です。 

・2 月 26 日（日）14 時～16 時半にかけて、日本キリスト教団八尾教会にて河内地区
合同壮年会が開催されます。テーマは前回に引き続き「with コロナ期における教
会活動を考える」です。始めに礼拝の時を持ってから、各教会で実施中の感染予防
対策を聞き合います。その後にいくつかのグループに分かれて、討議の時間を持つ
予定です。開催要領は掲示板に掲示してありますので、ご確認ください。参加希望
の方はお申し出ください。 

・2 月 19 日（日）15 時～17 時に講演会「神さまがくれた僕だけの性」（主催：大阪
教区性差別問題小委員会）が開催されます。 
講師は関西学院高等部非常勤講師の藤井航 
（ふじい・わたる）さんです。会場は日本 
キリスト教団浪花教会（大阪メトロ御堂筋 
線・淀屋橋駅 11 番出口から徒歩 5 分）です 
が、YouTube でもライブ中継配信がありま 
す（講演後の質疑応答は、会場出席者に限 
定されます）。 

  問い合わせは、下記のメールアドレスに 
 ご連絡ください。 
  naniwachurch@gmail.com 
 
 
◎ 次週以降の行事予定  

 メッセージ 行事 

2/19 牛田牧師  

2/26 岡嶋伝道師 
誕生者祝福式・おにぎり支援 

地区壮年会（14時～＠八尾教会） 

3/5 牛田牧師 ユーカリスト・教会を考える会 

3/12 岡嶋伝道師  

  

mailto:naniwachurch@gmail.com

